
神の栄光と人の救い

第 4国 人の救いとメシアの関係

９
“

学びの目的

(1)「神のご計画の中心は、神の栄光であるJ

(2)では、神の栄光 とは何のことで しようか。

な関係にあるので しょうか。

扱 うテーマは、次の 4つです。

(1)天地創造の 目的

(2)サ タンの起源 と人が造 られた目的

(3)人 の堕落 とサタンとの関係

(4)人 の救いとメシア との関係

と言われます

また、神の栄光は、人の救い とどのよう

までの確

前回までに 3つのテーマを扱いました。そこから導かれた結論に少 し補足も加えながら、

振 り返つてみましょう。

1.天地倉1造の目的

(1)天地が造られた目的は、神がご自身の住まいとするためです。

(2)天地創造の箇所にはそのような記述はありませんが、聖書全体を通して、神がご自

身の住まいを人と共に地上に置こうと願つておられることが、分かります。

① エデンの園 (創 3:8)

② 幕屋 (出 25:8)

③ エルサレムの神殿 (申 12:5、 I列 6:12～ 13、 8:10～ 13)

④ イエス (ヨ ハネ 1:14) 住まわれた=幕屋を張られた

⑤ 教会 (エペソ2:20～ 22)、 新しいひとりの人 (2:15)

⑥ 千年王国 (イ ザヤ 62:1～ 5、 65:17～ 25、 エゼ 40:1～ 4、 43:2～ 7、 48:

35、  家ヽ 20: 1-9)

⑦ 新天新地 (黙示録 21:1～ 4、 21:10～22:5)

2.サ タンの起源

(1)最初の地には、宝石で満ちたエデンの園 (エゼ 28:13)力 あ`り、その支配者は天

使の長 「油注がれた守護者ケルブJ(エゼ 28:14)で した。

(2)そ の天使の長が、自ら神の地位に着こうと思い高ぶり (イ ザヤ 14:13～ 14)、 悪の

起源となりました。この者は、「汚れたものとして神の山から追い出されました」

(Irゼ 28: 16).

(3)こ の者が、悪魔、またはサタンと呼ばれる者です (黙示録 12:9)。 サタンは、天

使の三分の一を配下に引き入れました。彼 らが、悪霊です (黙示録 12:4、 エゼ 28:

16「 あなたの商いが繁盛すると」=あなたが忙 しく行き来 して交渉すると 。… 交

拠1認lJJ



4.

渉の相手方は、悪霊になる天使たち)

(4)天使の長がサタンになつたときに、地は呪われ、「地は茫漠 として何もなかつた。

やみが大水の上にあり」という状態に陥りました (創 1:2)。 宝石で輝いていたエ

デンの園も失われました。

人が造られた日白勺 鎗11:3-2 :25)

(1)神 は、地を修復されました。そして、地の Lに 、新しいエデンの園を設け、そこに

人を造つて置かれました。

(2)神 は、人を地の支配者としました (創 1:28)。 かつての支配者はサタンです。神

はサタンに替えて、人を地の支配者としました.

(3)こ のエデンの園には、「見るからに好ましく食べるのに良いすべての木々Jが 生え、

「一つの川が、この園を潤 して」いました (倉12:9～ 10)

(4)人 は、神に似せて、神のかたちに造られました (創 1:26)。 「かたち」というヘブ

ル語の原語は、ダニエル 2:32で も使われ、そこでは 「像」と訳されています。

(5)神 のかたちとは、何でしょうか。人はその後、堕落してしまつて、本来の人の在 り

方を失いましたので、創世記からはよくわかりません。預言書などから本来の姿を

回復したときの人の姿を見て、ヒン トとしました。

(6)黙示録 21:22～26では、諸国の工と民が、彼ら自身の栄光を携えて都にやつてき

ます。神が光 り輝 くお方であるように、人も、本来は、神の栄光を受けて、自らも

光り輝く者 となるように造られていたと推測されます。ダニエル 12:3やマタイ

13:43に は、人が輝くという預言があります。

(7)Ⅱ ペテロ 1:3～4では、神の栄光と徳を受けて、人は神のご性質にあずかる者と

なると約束されています。栄光は徳を伴います。神の栄光と徳によって、人は内面

的にも神に似た者、神の像となります。

(8)神 の栄光と人との関係を端的に表現しているのは、次の二つです。

① まことの光 (ヨ ハネ 1:9、 黙 21:23)

② いのちの光 (ヨ ハネ 1:3～ 4、 詩 36:9)

人の堕落

(1)人 は本来、神の栄光を受けて、外面的にも内面的にも光りil■

~く
者になるように造ら

れましたが、「ネ申のようになる」 (倉13:5)と いうサタンの誘いにかかつて、エデ

ンの園での唯一の禁止令を破ってしまいました。

(2)「神のようになる」というのは、かつての天使長がサタンになったときの動機 (イ

ザヤ 14:14)です。人はその動機をサタンと共有したことになります。最初の人

アダムが神の禁止令を破ったときに、聖書では「罪が入つたJと 表現 しています (ロ

マ 5:12)。 その結果、人は、神の栄光を受けることができなくなりました (ロ マ

3:23)。

(3)神 の栄光は、人にとつて、まことの光、いのちの光ですから、それから離れること

は、いのちを失 うことになります。それが死であり、その特徴は「分離」です。分

離は三つの段階を経て進行 します。従つて、聖書では 「死」は三つあります。
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① 神の光からの分離 → 霊的なタビ (エベソ2:1)

② 霊魂と体との分離 → 肉体の死 (ヘブル 9:27)

③ 神からの永遠の分離→ 第二の死 (黙 20:12～ 15)

5 三つのタビとサタンの関係

(1)霊的な死 とサ タンの関係

②

③

① サタンの策略で、人は神から命じられていた唯一の禁 IL令 を破 りまヒンた (Ⅱ コ

リ11:3).

そのとき、サタンに||1来する 「罪Jが人の中に入 りま [ン た (ロ マ 5:12)。

「罪J とは、ネ中に商女文|^さ せる 1日音やみJ σ)「 力J(工 ^(ソ 6:]2、  コロ 1:21)

です.「 自分の内の欲の中に生き、内と心の望むままを行お うJと する力です

(エ ペ ソ2:3).「私の内 (か らだと情欲)の 中に住むJ(ロ マ 7:17～24)と

表現 されます .

このような状態の人を、「罪人 (つみび と)Jと 呼びます (1テ モテ 1:15)c

最初の人アダム以降、すべての人はこの状態で生まれてきます。よって、すベ

ての人が罪人です (ロ マ 3:9～ 18)

罪に入 られた人は、サタンの支西d「に陥 りま tン た0い くつかの表現があ ります。

レ 悪 1発 の子 ヨハネ 8:44

> 罪の奴隷 ロマ 6: ]6～ 21、 ヘブル 2:15

> H音やみの圧制 コロサイ 1:13

> 神の敵 コロサイ 1:21

サタンは、地の支配者である人を堕落 させて自分の支配下に入れたことによ

り、地を支配する権威を人から奪 うことに成功 しましノた●このときから、サタ

ンは 「rの lIの支 |1己者J(ヨ ハネ 14:30)と な りま t´ た。

‐
り
‐
タンは、「空中の権威を持つ支配者として、今も不従順な子 らの中に働いて

いる霊J(IIlベ ソ2:2)です。

●  「空中Jと い うのは、鳥が飛び、私たちが呼吸する空気のある空間です。

倉|IJ:記では 「天の人空」 (倉|11:20)と いいます。

● 聖書では、「天Jは 3つあ ります。そのため、「神が天と1也 を創造 ヒノたJ(創

1 :1)と い うときσ)、 「天J はす京言吾て]まネ笈夕け彰■ご―l~。

レ 鳥が飛ぶ空、大気圏 (創 1:20)

> 太陽、月、星が置かれた宇宙空間 (治 1]:14、 15,17)

> 神の御座がおかれ、霊的被造物である天使たちがいる異次元の L界

(倉119:24、  28: 12)

● ヘブル的には、3つの天を区別 して、大気圏を第一の天、宇宙空間を第二

の人、霊の世界を 1第二の天J(Hコ リ 12:2)と 呼びます c

● サタンと悪霊は、霊の 1比界、すなわちγj三 の人と呼ばれる世界に属する者

たちです .

● 第二の天には、神の御座があります。そ tノ てその周囲には聖なる天使たち

④

⑤

⑥

⑦



1 列 理幽 1魃財糀
が神にイ十え_て いま―

l~。

● 同 じ天の領域で t)、 サタンと悪霊たちがいるとこ_ろ を「空中Jと 表現する

ことにより、
―リタンや悪霊たちが神の御座から離れていて、しかも地に近

いことを示 していますc来 るべき大患難時代には、サタンは地に落ちると

預言されています (黙 12:9、 イザヤ 14:12)

●  1空 中の権威を持つ支配イ |と は、サタンや悪霊たちが個々ばらばらで動

いているのではなく、サタンをかしらと tン た国家的組織が存在すること

を示 lン ています。マタイ 12:26では、まさに 「国 |と 呼んでいます。

● 「空中Jは、鳥が飛ぶ空間、第一の人ですc第一の人は地とつながってお

り、本来は人が支配する領域であり、鳥も1出 の上のすべての生き物と司様

に、人が支配すべき対象で t′ た (創 1:28)。 サタンが
「
空中J(第 一の天)

を支配 t′ ているということは、サタンが人を支配下に置き、地の支配権を

人から奪つていることを示 tノ ています。

0 鳥は、サタンや悪霊を例えるために用いられることがあります。

レ マタイ 13:4「 烏J、 19「 悪い者J=サ タン

> マタイ 13:32「 ZЧ の鳥Jニ サタンや悪霊たち

③ サタンは、人がますます情欲のままにイli活するように仕向けます (エペソ4:

18′
―ψ19、  4:22)

⑨ 悪霊は、サタンの指揮の下、組織的にそれぞれの担当を決めて活動 しています。

占いの霊 (使徒 16:16)、 惑わす霊 (Iテ モ 4:1)、 天使になりすま tノ て天使

ネ|,拝 をさせる霊 (コ ロ 2:18、 Ⅱコリ 11:14)な どが聖書には登場 します.

なお、本物の天使であれば自分をネL,拝 させません (黙 19:10)。

⑩ 悪霊の働きの主要 |1的 は、人を神以外のものに依存させることです。占いや偶

像崇拝は悪霊による1)の です (使徒 16:16、 Iコ リ10:20)。

① 金持ちになりたがる、金銭を愛することは、サタンの誘惑や悪霊の支配の中に

陥 りやすい、最 t)危険なことです (1テ モ 6:9～ ]0)

⑫ 福音宣教のときの留意点 (Hテ モ 2:14～ 25)

● ことばについての論争を tン ない。これは何の益に1)な らず、聞いている人

を71tぼす (14節 )

● 俗悪なむだ話を避ける (16節 )

● 愚かで、無知な思弁を避けるcそれが争いのもとである (23節 )

● 争ってはいけない。む t′ ろ、すべての人に優 しくし、よく教え、よく忍び、

反対する人たちを柔和な心で訂1成する (24～ 25節 )

① 終わりの日のIN難なH寺 代における人々の状態 (Π テモ 3:1～ 5)

(2)肉 体の死とサタンの関係

① 罪人はサタンの支30111(に あります。彼ら ^人 ひとりの死の時期を決めるのは

サタンです。これが死の力を持つということです (ヘ ブル 2:14)。

②  l目 約時代には、神が特場||に 「lHを めぐらす」とサタンの自由にはなりませんで



した ((ヨ ブ 1:10、 2:6)。

③ 新約時代の信者は、御子の支配下に移されます (コ ロ 1:13)。 その肉体の死

の時期を決めるのは、もはやサタンではなく、御子イエス 。キリス トです。

④ もし信者がことさらに重大な罪を犯 し続けると、サタンに引き渡されること

があります。その場合、その人の肉体の死の時期を決めるのは、サタンです。

しかし、その人が信 じたときに受け取つた永遠のいのちは失われません。死ん

だら、その人の霊魂は、ハデス (よ み)ではなく、ほかの信者 と同様にパラダ

イスに行きます。そして、「主の日」には新 しい体、主イエス 。キリス トと同

じ復活の体をいただき、神の御国に入ることができます (Iコ リ5:5)。

⑤ 主の日というのは、3つの意味があります。教会の携挙 (Iテ サ 4:16～ 17)、

そのあとに来る 7年の大患難時代 (Iテ サ 5:2)、 大患難時代末期のイエス・

キリス トの再臨 (Ⅱ テサ 1:10)です。新約時代の信者が復活の体をいただけ

るのは、教会の携挙のときです。

(3)第 二の死とサタンの関係

① この段階では、サタンは「この世を支配する者」(ヨ ハネ 14:30)ではなくな

っており、裁かれる立場です。

② 大きな白い御座のさばき (い わゆる、最後の審判)の前に、サタンは火の池 (ゲ

ヘナ)に投げ込まれます (黙示録 20:10).

③ 神を信 じることなく、罪人のままで生涯を終えてハデス (よ み)に落ちていた

人々がよみがえつて裁きを受け、火の池に投げ込まれます。これが、大きな白

い御座のさばきです。私たち信者は、このさばきを受けることはありません。

④ サタンと悪霊、そして罪人たちは、永遠に苦しみを受けることになります。

⑤ このように、神のご計画では、人の救いだけではなく、サタンと悪霊たちの処

罰も、重要な部分です。

今回は、4番 目のテーマ 「人の救いとメシアの関係」です。

の救いとメシアの関

1.ア ダム と同 じ罪 を犯 していない私たちが罪の中に閉 じ込め られ たのは、なぜ ?

ロマ 5:12-21

8頁、資料の表① 「転嫁 され た罪」をご覧 くだ さい。

5

6.
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2.メ シアであることの三つの条件

(1)罪のない人生 (最初の二つはアダムと同じ、後の二つは異なる)

① 罪のない状態で生まれてくる (ル カ 1:35)

② 悪魔の試み 。誘惑を受ける (ルカ 4:2、 13)

③ 罪を犯さない (ヘブル 4:15、 1ペテロ2:22)

④ 律法の要求を満たし、律法を終わらせる (ロ マ 10:4)

(2)贖罪の死 (そ の二つの目的と二つの条件)

① 目的の一番目 :罪人のために死ぬこと (Iペテロ2:24、 ロマ 3:25～ 26)

② 目的の二番目 :天の幕屋を清めること (ヘブル 9:11～ 12、 ヨハネ20:17、

マタイ 28:7～ 10)

③ 条件の一番目 :血 を流すこと (レ ビ17:11、 マタイ 26:28)

④ 条件の二番目:木にかけられること (申 21:23、 ガラ3:13、 ヨハネ 3:14、

民 21:7-9)

(3)復活 (4つの証明 とひとつの目的 )

① ダビデ契約の「とこしえの王」であることの証明 (I歴 17:11～ 14、 使徒 2:

29～ 32)

② 無罪であつたことの証明 (使徒 3:13～ 15)

③ 永遠のいのちを与えることの証明 (Iコ リ15:20～ 23)

④ 神の子であることの証明 (ロ マ 1:4)

⑤ 復活を信じることで私たちが義と認められるため (ロ マ4: 16～ 25)

3.二 つの死 とメシアの関係

サタン メシア

霊的な死 欺 く

誘惑する

試みる

罪を入れて人を殺す

【罪は、体に】(ロ マ 7:23)

妨害する

訴える

暗やみの圧制

愛する (ヨ ハ 13:1、 ガラ 2:20)

自分を捨てる (ガ ラ 2:20)

員賣う (マ タ 20:28、 ロマ 3:24)

聖霊を遣わ して人を生かす (ロ マ 8:

9～ 10、 コロ 2:13)

【聖霊は、心に】(ロ マ 7:23～ 25)

助ける 〔慰める〕 (ヨ ハネ 14:16)

とりなす (ロ マ 8:34)

自由を得させる (ガ ラ5:1)

肉体の死 ひとりひとりの死の時期を決める

(ヘブル 3:14)

御子の支配 (コ ロ 1:13)

第二の死 火の池へ投げ込まれる さばき主である (ヨ ハ 4:36、

27、  ロマ 2:16)

信者はさばかれない (ロ マ 8

９

“

９

“5:
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4。 人の救いと神の栄光との関係

(1)ど うやって罪人が信仰を持つようになるのでしょうか (ロ マ 8:29～ 30)

① あらかじめ知っておられた (29)

② 御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められた (29)

③ 召してくださつた (30)そ の 2段階 (ヨ ハ 16:8、 13)

④ 義と認めてくださつた (30)

⑤ 栄光を与えてくださつた (30)

(2)「御子のかたちと同じ姿に」とは、どういうことでしょうか

① 目的は、御子が多くの兄弟たちの中で、長子になるため (29)→ 私たちを神

の子とするためです。 (愛をもつて定められた エペソ 1:5)

② 御子は、神のかたちです (コ ロ 1:15、 ヘブル 1:3)

③ 聖霊は私たちの内面を、御子と同じかたちに変えていきます (Ⅱ コリ3:18)

④ 私たちが御子と同じかたちになれば、私たちは、神のかたちになります。

⑤ 人が、神のご性質にあずかる者となります (Ⅱ ペテロ 1:4)

⑥ これは、人が本来造られた目的 (創 1:27)の 回復です。「新しい創造」(ガラ

6:15)と も呼ばれます。

(3)神の計画の進展

① 天地創造

② サタンの登場

③ 地の修復とエデンの園

④ 人の堕落

⑤ 天の汚れのきよめ

⑥ 人の回復

⑦ 地の修復と千年王国

③ サタンの処罰

⑨ 新天新地

5.結論

(1)一人の人によつてすべての人が罪人とされたのは、一人の人によつてすべての人

が救いを受けることができるようになるためです。その救いを受ける条件は、「ネ申

がそのように言われたのだから、そのようになる。Jと信じることです。

(2)人の救いの目的は、人に「ネ申のかたち」を回復させることです。人は神の栄光を受

けて、自らも栄光に輝く者 となり、その内面も神のご性質にあずかる者となります。

こうしてはじめて、人は神 と共に住むことができます。

(3)新天新地には、神殿はありません。神の栄光が直接、人々を照らします。罪や死、

闇がまつたくない世界です。

(0 これは、神の創造のみわざが完成したことを示しています。創造主なる神が、被造

物の世界に共に住まい、人が神に仕え、神の栄光をほめたたえます。この状態が、

黙示録の新天新地の預言の中心であり、聖書預言の結語です。
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資料 表① ロマ 5:12～ 21 転嫁された罪

″即 ひとりの人アダム ひとりの人イエス 。キリス ト

，
“

13

14

ひ とりの人によつて罪が世界に入 り、罪

によつて死が入 り、こうして死が全人類

に広がったの と同様に、

それ とい うのも全人類が罪を犯 したか

らだ

罪は何かの律法がないと認められない。

ところが死は、アダムの違反 と同じよう

には罪を犯 さなかった人々をさえ支配

した。アダムはきたるべき方のひな型。

(15～ 17節は 挿入 【B】 )

18 ひとりの違反によつて、すべての人が罪

に定められたのと同様に、

ひとりの義の行為によつてすべての人

が義と認められ、いのちを与えられる

(現在 )

Iヨ ハネ 2:2(世全体のための)

ヨハネ 3:16～ 17(世)と 18(信者 )

19 ひとりの人の不従順によつて多くの人

が罪人とされたのと同様に、

ひとりの従順によつて多くの人が義人

とされるであろう (未来)

15 ひとりの違反によつて多くの人が死ん

だとすれば、それにもまして、

神の恵み とひ とりの人イエス。キリス ト

の恵みによる賜物 とは、多 くの人に満ち

あふれた (過去 )

16 さばきの場合は、一つの違反のために罪

に定められたが、それとは違って

恵みの場合は、多くの違反が義と認めら

れる (現在 )

”
‘ ひとりの人による一つの違反により、死

が、ひとりの人を通して (人 々を)支配

するようになったとすれば、なおさらの

こと、

恵みの豊かさ、そ して義の賜物の豊かさ

を、いのちにあつて受けている人々は、

ひ とりの人イエス・キ リス トを通 して、

支配するであろ う (王 となる)(未来 )

20 律法が入つて来たのは、違反が増し加わ

るためである。

しかし、罪の増 し加わるところには、

恵みも満ちあふれた。
，

“ 罪が死によつて支配 したように 恵みが、永遠のいのちに至らせる義に

よつて、支配するためである。

恵みが、私たちの主イエス・キリス ト

によって、支配するためである。

1痣Ⅲ蜀|
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